
重

紐

論

と

日

本

漢

音

て
．
は
し
が
き

本
邦
に
伝
来
し
た
漠
字
音
を
考
察
す
る
際
呉
音
の
場
合
で
あ
れ
沃
音
の
場
合

で
あ
れ
一
般
に
切
撤
系
斑
宙
に
沿
っ
て
考
え
ら
れ
て
来
た
。
即
ち
切
電
系
敢
古

の
体
系
に
対
し
日
本
漢
字
音
の
表
記
が
如
何
な
る
形
を
取
っ
て
い
る
か
に
よ
っ

て
そ
の
体
系
や
変
化
を
考
え
て
行
こ
う
と
す
る
方
法
が
取
ら
れ
て
来
た
の
で
あ

る
。
但
そ
の
際
の
問
題
は
「
同
二
戸
母
同
一
頸
母
に
所
属
す
る
漢
字
は
日
本
沃

字
音
で
も
全
て
同
一
の
形
を
取
っ
て
表
記
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
」
と
い
う
考
え

方
が
強
く
支
配
し
て
い
た
と
い
う
事
で
あ
る
。
が
、
こ
の
様
な
考
え
方
の
欠
陥

に
つ
い
て
は
有
坂
秀
世
博
士
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
具
体
的
な
資
料
に
よ
る
帰
納

（
琵
1
）

的
な
方
法
が
必
須
で
あ
る
事
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
そ
の
後
こ
れ
に
加
え
更
に

日
本
漢
字
音
の
基
盤
と
な
っ
た
中
国
原
音
の
正
確
な
知
識
に
裏
付
け
さ
れ
な
が

ら
の
追
究
が
必
要
で
あ
り
正
に
そ
の
方
法
に
よ
っ
て
日
本
漢
字
音
上
の
諸
問
題

（
注
の
こ

が
氷
解
し
て
来
る
事
が
説
か
れ
て
来
た
の
で
あ
る
。

本
稿
は
日
本
漢
字
音
の
中
の
漢
音
に
関
し
て
如
上
の
観
点
か
ら
一
端
の
追
究

を
試
み
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

注
1
‥
『
「
帽
子
」
等
の
仮
名
迫
に
つ
い
て
』
　
（
「
国
語
音
貴
史
の
研
究
」
所

沼
　
　
本
　
　
克
．
明

収
）

2
‥
藤
堂
明
保
「
呉
音
と
漢
音
」
（
「
日
本
中
国
学
会
々
報
」
第
十
一
集
）
。

「
国
語
国
文
」
三
七
～
三
八
巻
中
の
岡
本
勲
氏
の
諸
論
稿
。

l
「
　
重
紐
諭
の
展
開

1
、
支
那
語
に
於
け
る
重
紐
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

カ
ー
ル
グ
レ
ン
氏
は
拗
音
斑
（
部
図
の
三
・
四
等
部
）
を
分
っ
て
α
亀
（
三
　
1
0

四
等
両
属
諏
）
、
β
部
（
三
等
尊
属
甑
）
、
γ
覿
（
四
等
専
属
部
）
、
の
三
つ
　
一

と
さ
れ
た
。
所
謂
璽
紐
に
よ
る
敢
母
の
対
立
は
こ
の
α
舘
の
中
の
支
・
脂
・
祭

・
裏
・
仙
・
啓
・
侵
・
塩
の
諸
甑
に
於
い
て
唇
・
牙
・
喉
音
声
母
と
結
び
つ
く

場
合
に
存
在
す
る
。
カ
ー
ル
グ
レ
ン
氏
は
こ
の
重
紐
の
区
別
は
全
く
無
視
さ
れ

（
江
1
）

た
所
で
あ
る
が
有
坂
秀
世
博
士
が
　
「
カ
ー
ル
グ
レ
ン
氏
の
拗
音
説
を
評
す
」
、

（
注
2
）

河
野
六
郎
博
士
が
「
朝
鮮
慄
字
音
の
一
特
質
」
で
明
ら
か
に
さ
れ
、
両
博
士
は

重
紐
に
よ
る
甑
母
の
対
立
を
拗
介
者
の
…
↑
こ
互
と
の
相
違
で
あ
る
こ
と
を
明
ら

（
江
3
）

か
に
さ
れ
た
（
以
下
河
野
博
士
に
従
い
拗
介
苛
－
を
持
つ
も
の
を
甲
翠
1
本
持

つ
も
の
を
乙
類
と
呼
ぶ
）
。

さ
て
α
斑
に
於
い
て
重
紐
の
対
立
の
な
い
舌
・
薗
・
半
告
・
半
焼
音
声
母
と

結
び
つ
く
場
合
の
拗
介
音
が
甲
類
乙
類
の
い
ず
れ
で
あ
っ
た
か
が
次
に
問
題
と

な
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
も
先
引
の
両
博
士
の
論
文
に
詳
し
い
が
要
約
し
て
示
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せ
ば
上
図
の
様
に
な
る
。
上
図
に
於
い
て
甲
類
乙
類

に
対
し
中
間
的
な
現
わ
れ
方
を
す
る
舌
音
及
び
幸
吉

音
声
母
は
実
際
に
は
甲
類
拗
介
音
を
取
っ
て
い
た
と

（
江
4
）

考
え
ら
れ
る
。
朝
鮮
漢
字
音
に
於
い
て
は
甲
類
の
性

（
注
5
）

格
を
持
つ
も
の
と
し
て
現
わ
れ
る
し
日
本
漢
音
の
場

合
も
後
に
の
べ
る
様
に
甲
類
扱
い
で
あ
る
。

次
に
β
韻
の
場
合
の
拗
介
音
が
甲
類
乙
類
の
い
ず

れ
で
あ
っ
た
か
が
問
題
に
な
る
。
β
斑
は
怒
図
で
は

三
等
欄
の
み
に
現
わ
れ
、
原
則
と
し
て
唇
・
牙
J
頓

音
字
し
か
な
い
。
稀
に
薗
音
字
が
あ
る
が
そ
れ
は
全

て
二
等
欄
に
配
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
事
は
α
韻
に
照

し
て
考
え
れ
ば
β
規
の
拗
介
音
が
乙
類
で
あ
る
事
を

示
す
も
の
で
あ
る
。

さ
て
こ
の
甲
類
拗
介
音
乙
類
拗
介
音
は
一
体
ど
の

様
な
性
格
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

有
坂
博
士
河
野
博
士
は
朝
鮮
漢
字
音
越
南
漢
字
音

を
根
拠
に
甲
類
拗
介
音
は
口
蓋
的
な
前
舌
母
埠
1
乙

類
拗
介
音
は
非
口
蓋
的
な
中
舌
母
串
1
A
で
あ
る
と
さ

れ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
筆
者
は
勿
論
余
論
を
さ

し
は
さ
む
べ
く
も
な
い
が
但
こ
こ
で
以
下
に
日
本
漢

字
音
と
の
関
係
を
考
え
て
行
く
場
合
の
前
提
と
し
て

特
に
強
調
し
て
お
き
た
い
の
は
甲
類
乙
類
各
拗
介
音

ヽ

　

ヽ

の
音
声
的
な
強
弱
と
・
い
う
事
で
あ
る
。
朝
鮮
漢
字
音

に
於
い
て
明
ら
か
な
如
く
甲
類
拗
介
昔
は
そ
の
ま
ま

転
写
さ
れ
て
い
る
に
対
し
乙
類
拗
介
音
は
消
失
し
て

（
江
6
）

し
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
事
情
は
中
原
音
剖
及
び
現
代
北
京
語
に
於
い
て
も
等
し

く
す
る
も
の
で
あ
り
甲
類
拗
介
音
が
音
声
的
心
強
か
っ
た
に
対
し
乙
類
拗
介
音

（
江
7
）

は
音
声
的
に
弱
い
も
の
で
あ
っ
た
事
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
注
㍗
）

尚
れ
誼
は
切
怒
時
代
に
は
直
音
で
あ
っ
た
か
ら
重
紐
甲
類
乙
類
と
は
無
関
係

で
あ
る
。
但
し
慧
琳
音
義
で
は
γ
朝
は
α
部
の
甲
類
（
四
等
）
と
合
流
し
て
い

る
か
ら
こ
の
時
に
は
拗
音
斑
化
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

2
、
日
本
漢
字
音
と
重
紐

漢
音
と
重
紐
と
の
関
係
を
考
え
て
行
く
前
に
ま
ず
従
来
日
本
法
字
音
と
重
紐

と
に
ど
の
様
な
関
係
が
あ
る
と
寧
与
ら
れ
て
来
た
か
に
ふ
れ
て
お
か
ね
ば
な
ら

な
い
。重
紐
甲
類
乙
類
の
相
違
は
ま
ず
第
一
に
万
葉
仮
名
の
甲
類
乙
類
に
反
映
し
て

い
る
事
が
説
か
れ
て
来
た
。

上
代
日
本
語
の
音
韻
に
エ
列
イ
列
オ
列
の
甲
類
乙
類
二
種
の
母
斑
が
存
在
し

た
事
が
橋
本
進
吾
博
士
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
橋
本
博
士
は
こ
の
中
イ

列
音
の
甲
類
と
乙
類
と
に
用
い
ら
れ
た
漠
字
が
祖
鏡
の
四
等
と
三
等
と
に
対
応

し
て
い
る
事
を
説
か
れ
た
。
そ
の
際
支
那
音
で
不
明
で
あ
る
三
等
と
四
等
と
の

区
別
が
朝
鮮
音
で
は
区
別
さ
れ
て
い
る
事
を
手
掛
り
に
イ
列
音
の
音
価
を
考
え

（
注
只
）

て
行
こ
う
と
さ
れ
た
。
こ
の
点
は
更
に
広
汎
な
見
地
か
ら
河
野
六
郎
博
士
に
よ

っ
て
追
究
さ
れ
上
代
日
本
語
の
イ
列
甲
類
乙
類
に
用
い
ら
れ
た
漢
字
（
万
葉
仮

（
琵
9
）

名
）
が
支
那
語
の
重
紐
甲
類
乙
類
と
対
応
し
て
い
る
事
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
事

は
周
知
の
事
で
あ
る
。

．
重
紐
甲
類
乙
類
は
第
二
に
我
が
呉
音
に
反
映
し
て
い
る
事
が
説
か
れ
て
来

た
。

11



こ
の
点
に
関
し
河
野
博
士
は
次
の
如
く
に
説
か
れ
て
い
る
。
『
－
前
略
－
即

ち
甲
と
乙
と
の
相
違
は
朝
鮮
音
で
は
拗
音
か
直
音
か
の
差
異
で
あ
る
4
而
し
て

乙
類
が
直
音
と
な
っ
て
ゐ
る
の
は
正
し
く
介
章
丁
の
故
で
あ
る
。
例
え
ば
街
は

k
i
U
ロ
V
k
呂
、
宮
は
k
i
u
O
V
k
u
d
の
変
化
を
辿
っ
た
の
で
あ
る
。
此
の
直

音
化
の
傾
向
は
日
本
呉
音
に
も
同
様
見
ら
れ
る
所
で
あ
る
。
例
え
ば
近
コ
ン
隠

オ
ン
（
仮
名
オ
）
乞
コ
ツ
乙
オ
ツ
（
仮
オ
）
稚
ゴ
ン
金
コ
ム
　
（
仮
コ
）
音
オ
ム

応
オ
ウ
（
仮
オ
）
輿
コ
ウ
（
仮
コ
）
億
憶
オ
ク
（
仮
オ
）
具
グ
居
挙
コ
有
ウ
供

（
注
1
0
）

ク
ウ
宮
ク
ウ
、
強
ガ
ウ
等
』
。
即
ち
重
紐
甲
類
乙
類
の
区
別
は
朝
鮮
字
音
に
於

い
て
は
拗
音
対
直
音
の
差
と
し
て
現
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
甲
類
は
拗
音
で

乙
類
は
拗
介
音
が
消
失
し
て
直
音
の
形
で
現
わ
れ
る
と
い
う
明
瞭
な
対
応
を
示

す
。
我
が
呉
音
の
場
合
も
乙
類
に
属
す
る
近
コ
ン
隠
オ
ン
以
下
の
諸
例
は
い
ず

れ
も
拗
介
音
が
表
記
上
現
わ
れ
ず
全
て
直
音
で
表
記
さ
れ
る
と
い
う
風
に
朝
鮮

字
音
と
全
く
同
一
の
傾
向
を
示
す
と
い
う
の
で
あ
る
。
尚
こ
の
点
に
関
し
て
は

（
江
1
1
）

有
坂
博
士
も
玖
摂
諸
転
字
を
取
上
げ
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

ヽ
ヽ

さ
て
そ
れ
で
は
日
本
漢
音
は
こ
の
重
紐
甲
類
乙
類
と
関
係
が
あ
る
か
否
か
、

あ
る
と
す
れ
ば
ど
の
様
な
対
応
を
示
す
と
考
え
ら
れ
て
来
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
点
に
関
し
再
び
河
野
博
士
の
御
説
を
引
い
て
み
る
と
『
唯
顔
英
に
も
此
の

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

区
別
（
重
紐
甲
類
乙
類
の
区
別
）
が
明
瞭
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
同
じ
く
長
安
音

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

　

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

を
伝
へ
て
い
る
日
本
漢
音
に
は
見
え
な
い
の
は
奇
妙
で
あ
る
。
日
本
語
の
音
砧

組
織
は
当
時
斯
か
る
細
部
迄
写
し
得
な
か
っ
た
の
で
あ
ら
う
が
、
漢
音
の
母
胎

た
る
支
那
音
に
は
朝
鮮
音
、
呉
音
に
於
け
る
が
如
き
中
吉
音
化
の
傾
向
が
顕
著

（
注
1
2
）

で
な
か
っ
た
と
考
へ
る
こ
と
が
出
来
る
。
（
傍
点
筆
者
）
』
の
様
に
日
本
漢
音

に
は
重
紐
の
区
別
は
反
映
し
て
い
な
い
と
説
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

注
1
‥
「
国
語
普
甑
史
の
研
究
」
所
収
。

2
‥
「
言
語
研
究
」
第
三
号
所
収
。

3
‥
こ
の
他
に
重
紐
の
区
別
を
①
主
母
音
の
広
狭
の
別
（
周
法
高
「
広
紆
重

紐
的
研
究
」
中
国
語
言
学
論
文
集
）
⑧
介
母
と
主
母
部
両
者
の
別
（
藤
堂
明

保
「
中
古
漢
語
の
音
顔
論
的
対
立
」
日
本
中
国
学
会
会
報
第
一
集
）
⑧
声
母

口
蓋
化
要
素
の
有
無
．
（
三
根
谷
撒
「
嶺
鏡
の
三
四
等
に
つ
い
て
」
言
語
研
究

二
三
号
）
等
の
説
が
あ
る
が
本
稿
で
は
有
坂
・
河
野
説
に
従
っ
て
お
く
。

4
‥
注
1
引
用
古
三
五
〇
頁
以
下
。

5
‥
河
野
六
郎
「
朝
鮮
漢
字
音
の
研
究
Ⅲ
」
　
（
朝
鮮
学
報
三
十
三
橿
・
一
二

六
貢
以
下
）

6
‥
注
1
注
2
注
5
引
用
論
文
。

7
‥
藤
堂
明
保
「
中
国
語
音
出
論
」
一
八
一
～
一
九
一
貢
。

γ
有
坂
秀
世
「
カ
ー
ル
グ
レ
ン
氏
の
拗
音
説
を
評
す
」
　
（
「
国
語
音
亀
史
の

研
究
」
）

8
‥
「
国
語
音
電
史
」
二
三
一
百
以
下
。

9
‥
注
2
引
用
論
文
。

1
0
‥
注
2
引
用
論
文
、
四
八
百
。

1
1
‥
注
1
引
用
苔
、
三
四
四
百
。

1
2
‥
注
2
引
用
論
文
、
五
二
日
。

12

三
、
窟
紐
甲
類
乙
類
と
日
本
漢
音

先
の
如
き
河
野
博
士
の
論
が
従
来
の
考
え
方
で
あ
る
と
す
れ
ば
支
那
語
に
於

け
る
豆
粒
甲
類
乙
類
は
日
本
漢
音
に
は
反
映
し
な
い
と
考
え
ら
れ
て
来
た
こ
と

に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
具
体
的
な
日
本
漢
音
の
資
料
に
当
っ
て
み
る
と
こ
の

重
紐
論
の
考
え
方
を
導
入
し
な
い
限
り
解
釈
出
来
な
い
表
記
が
見
出
さ
れ
る
。



そ
こ
で
具
体
的
な
翌
日
資
料
に
よ
っ
て
再
考
を
加
え
て
み
た
い
と
思
う
。

漢
音
資
料
と
し
て
取
上
げ
た
も
の
は
次
の
九
資
料
で
あ
る
。

①
漢
書
楊
雄
伝
天
暦
点
（
九
四
八
年
）
。

①
長
承
木
忽
求
朱
点
（
天
暦
頃
）
。

③
法
華
経
釈
文
京
典
点
（
九
七
六
～
一
〇
〇
四
年
）
。

④
史
記
延
久
点
（
一
〇
七
三
年
）

⑤
興
福
寺
本
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
（
㊤
点
一
〇
八
〇
年
頃
、
以
下
㊦
点
一

一
七
〇
年
ま
で
六
種
）
。

⑥
胎
蔵
界
自
行
次
第
天
永
点
（
二
一
三
年
）
。

⑦
文
鏡
秘
府
論
保
延
点
（
二
三
八
年
）
。

⑧
仁
治
本
古
文
孝
経
（
一
二
四
一
年
）
。
（
注
1
）

⑨
豪
求
錐
倉
中
期
点
（
一
二
五
〇
年
頃
）
。

カ
ー
ル
グ
レ
ン
氏
は
拗
音
奇
を
分
っ
て
α
β
γ
の
三
つ
と
し
こ
の
内
重
紐
甲

（
江
〇
一
）

類
乙
類
に
関
連
す
る
α
詣
β
斑
を
次
の
如
く
に
定
め
て
い
る
。

〇
品
‥
果
捧
（
麻
馬
祁
）
止
柘
（
脂
旨
至
開
合
支
紙
置
間
合
・
之
止
志
）
警

棒
（
祭
間
合
）
成
机
（
悶
義
光
葉
）
深
描
（
侵
寝
ぬ
糾
）
山
柘
（
仙
渦
紋
辞

開
合
）
禁
（
蒜
震
暦
7
語
準
宥
術
）
梗
桁
（
清
静
聖
口
開
合
蒸
捧
謹
職

開
合
）
崇
借
（
暢
発
注
薬
開
合
）
効
師
（
窄
小
笑
）
流
績
（
尤
有
宥
）
退
硫

（
魚
語
御
・
虞
境
遇
）
通
楕
（
東
送
屋
・
鍾
睦
用
燭
）

○
β
聖
止
盾
（
微
尾
未
開
合
）
蟹
硫
（
際
開
合
）
成
満
（
巌
眩
業
・
凡
屯

焚
乏
）
山
折
（
元
院
厩
月
間
合
）
疎
楷
（
欣
隠
放
迄
・
文
吻
間
物
）
梗
析

（
掛
掛
掛
阿
開
合
）

日
本
翌
日
の
考
察
の
場
合
も
こ
の
カ
ー
ル
グ
レ
ン
氏
の
分
類
に
従
う
と
都
合
が

よ
い
の
で
以
下
こ
れ
に
そ
っ
て
考
え
て
行
く
。

1
、
α
弧

α
缶
の
場
合
は
唇
・
舌
・
牙
・
歯
・
嘆
・
半
舌
・
半
歯
音
字
い
ず
れ
も
が
あ

り
拗
介
音
は
甲
類
乙
期
の
雨
期
が
存
在
す
る
。

こ
の
故
の
日
本
漢
音
で
の
表
記
を
見
る
と
原
音
の
拗
介
音
の
甲
類
乙
類
が
い

ず
れ
の
場
合
も
表
記
さ
れ
て
い
る
も
の
と
い
ず
れ
の
場
合
も
表
記
さ
れ
て
い
な

い
も
の
と
が
あ
る
。

ま
ず
い
ず
れ
も
表
記
さ
れ
て
い
る
髄
例
を
例
示
す
る
。

◎
東
電
①
甲
類
‥
充
シ
ウ
佃

（
江
3
）

乙
類
雄
‥
イ
ウ
佃
（
鵜
フ
ウ
）

①
甲
類
‥
由
チ
レ
衆
シ
レ
隆
ル
レ

⑤
⑭
乙
類
‥
弓
キ
ウ
　
（
豊
フ
ウ
）

⑥
甲
類
‥
裏
チ
ウ
岩
シ
ウ
脚
融
ユ
ウ

乙
類
‥
琶
キ
ウ
佃
窮
キ
ウ
雄
イ
ウ
出

⑳
甲
類
‥
沖
チ
ウ
畠
チ
ウ
終
ジ
岩
シ
ウ
宗
主
ウ
岩
ス
ウ
隆
リ
ウ
脚

乙
期
‥
窮
キ
ウ
雄
イ
ウ
崇
ソ
ウ

⑤
甲
類
‥
戎
シ
ウ
免
シ
ウ

乙
類
‥
（
郡
ホ
ウ
苛
モ
ウ
㈲
）

⑤
甲
類
‥
中
チ
ウ
衆
シ
ウ
㈹

乙
類
‥
宮
キ
ウ

⑦
甲
類
‥
雷
シ
ウ
充
シ
ウ
融
イ
ウ

乙
類
‥
宮
キ
ウ
崇
ス
雄
イ
ウ
佃
熊
イ
ウ
（
鵜
フ
脚
郡
ホ
ウ
佃
）

⑧
甲
類
…
寵
チ
ウ
㈲
終
シ
ウ

乙
類
‥
宮
キ
ウ
窮
キ
ウ
（
風
フ
ウ
）

◎
甲
類
‥
仲
チ
ウ
忠
チ
ウ
充
シ
ウ
戎
シ
ウ
需
シ
ユ
隆
リ
ウ
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乙
類
‥
窮
キ
ウ
雄
イ
ウ
熊
イ
ウ
（
風
フ
ウ
鴻
フ
鳳
ホ
ウ
豊
ポ
ロ
）

右
に
見
る
通
り
甲
類
乙
類
に
限
ら
ず
い
ず
れ
の
場
合
に
も
「
①
ウ
」
と
い
う
表

記
を
取
っ
て
お
り
原
音
の
拗
介
音
の
相
違
が
区
別
さ
れ
る
こ
と
な
く
表
記
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
枝
に
α
顔
の
中
で
拗
介
音
が
甲
類
乙
類
共
に
表
記
さ
れ
て
い
る

斑
は
次
の
諸
韻
で
あ
る
。
兼
（
上
去
声
を
摂
す
。
以
下
同
）
・
屈
指
、
、
踵
・
燭

勘
、
支
出
、
脂
斑
、
之
韻
、
魚
訊
、
真
・
質
韻
、
葦
・
術
缶
、
麻
韻
、
陽
・
葉

斑
、
尤
斑
、
侵
・
統
顔
、
蒸
・
職
斑
。

但
し
若
干
の
例
外
が
存
す
る
の
で
こ
れ
に
関
し
て
検
討
を
加
え
て
お
く
。

例
外
の
第
一
は
偵
上
音
（
正
鱒
二
等
）
字
に
l
於
い
て
拗
介
音
が
表
記
さ
れ
て

い
な
い
も
の
が
存
す
る
点
で
あ
る
。

ヽ

　

ヽ

◎
東
電
、
（
正
歯
三
等
・
歯
頭
音
の
場
合
「
シ
ウ
」
）

⑤
◎
崇
ソ
ウ

⑦
崇
か

ヽ
ヽ

◎
魚
斑
（
正
歯
三
等
・
歯
頭
音
の
場
合
「
シ
ヨ
」
）

③
所
ソ
脚

④
（
所
シ
ヨ
）

⑤
④
廷
ソ
◎
所
ソ
奴
ソ
疎
ソ
艮
ソ
礎
ソ
⑳
所
ソ
佃
躁
ソ
廷
ソ
艮
ソ
脚
⑳
岨
ソ

3
◎
所
ソ
同

⑦
阻
ソ
礎
ソ
廷
ソ
㈲
初
ソ
叡
ソ
議
ソ
　
（
疏
シ
ョ
）

⑧
疏
ソ
出
所
ソ
㈹
（
所
シ
ヨ
）

⑨
初
ソ
楚
ソ

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

◎
陽
翫
（
関
口
）
　
（
正
歯
三
等
・
歯
頭
書
の
場
合
「
シ
ャ
ウ
」
）

…
無
ウ
）

⑤
㊥
状
サ
ウ
⑧
荘
サ
ウ
⑥
壮
サ
ウ
舞
サ
ウ
荘
サ
ウ
脚
装
サ
ウ
⑲
壮
サ
ウ
訴
サ

ウ
荘
サ
ウ
⑤
舞
サ
ウ

⑦
壮
サ
ウ
舞
サ
ウ
恰
サ
ウ
状
サ
ウ
（
状
シ
ャ
ウ
）

⑧
舞
サ
ウ

⑨
荘
サ
ウ
装
サ
ウ
霜
サ
ウ

ヽ

　

ヽ

◎
尤
也
（
正
歯
三
等
・
歯
弱
音
の
場
合
「
シ
ウ
」
）

⑦
駒
ス
出

⑨
釦
ス

以
上
の
四
斑
は
原
則
と
し
て
歯
上
音
と
結
び
つ
く
場
合
拗
介
音
は
表
記
さ
れ
て

い
な
い
事
が
明
ら
か
で
あ
る
。
歯
上
音
と
結
び
つ
く
場
合
の
拗
介
音
は
乙
類
で

あ
る
。
そ
し
て
先
述
し
た
様
に
乙
類
拗
介
昔
は
音
声
的
弱
化
傾
向
を
持
ち
か
つ

河
野
六
郎
博
士
の
朝
鮮
漢
字
音
の
詳
細
な
研
究
に
よ
れ
ば
歯
上
音
字
の
拗
介
音

は
全
て
消
失
し
直
音
の
形
で
現
わ
れ
て
来
る
。
日
本
摸
音
で
の
如
上
の
表
記
は

こ
の
朝
鮮
沃
字
音
の
情
況
と
全
く
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
り
重
紐
に
於
け
る

（
琵
4
）

甲
類
乙
類
の
相
違
を
反
映
し
て
い
る
も
の
と
解
釈
出
来
る
。
尚
右
に
掲
げ
た
実

例
の
中
に
「
シ
ヨ
」
　
「
シ
ャ
ウ
」
と
拗
介
晋
が
表
記
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ

る
。
こ
の
様
な
例
に
つ
い
て
今
考
え
る
所
は
無
い
が
或
は
原
音
の
乙
類
拗
介
音

が
全
く
音
声
的
に
消
失
し
て
し
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
事
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う

か
。次
に
第
二
の
例
外
と
し
て
影
母
三
等
・
干
母
と
結
び
つ
く
場
合
原
音
の
拗
介

音
が
表
記
さ
れ
な
い
餌
が
存
す
る
。

◎
暢
舘
（
開
口
）
影
母
三
等

◎
央
ア
レ
、
◎
盤
ア
ウ
、
⑤
⑳
枚
ア
ウ
⑥
快
ヤ
ウ
、
⑦
央
ヤ
ウ

◎
陽
韻
（
合
口
）
干
母

◎
王
ワ
ウ
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影
母
三
等
及
び
干
母
と
結
び
つ
く
場
合
の
拗
介
音
は
乙
類
で
あ
る
。
「
ア
ウ
」

「
ワ
ウ
」
と
表
記
さ
れ
た
の
は
こ
の
乙
類
拗
介
音
の
弱
化
を
反
映
し
て
い
る
と

考
え
る
。
但
前
者
に
於
い
て
同
時
に
「
ヤ
ウ
」
と
い
う
表
記
も
見
ら
れ
る
事
を

考
え
合
わ
せ
れ
ば
拗
介
音
－
が
完
全
に
音
声
上
消
失
し
て
い
な
か
っ
た
為
転
写

（
注
5
）

さ
れ
得
た
場
合
と
そ
う
で
な
い
場
合
と
が
あ
っ
た
と
考
え
る
。
従
っ
て
堅
甲
の

字
音
仮
名
迫
と
し
て
は
こ
の
両
者
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
尚

陽
亀
合
口
の
影
母
三
等
字
に
関
し
て
は
実
例
が
見
出
せ
な
．
い
の
で
考
察
を
保
留

せ
ざ
る
を
得
な
い
。

次
に
甲
類
乙
類
い
ず
れ
の
場
合
も
拗
介
音
が
表
記
さ
れ
て
い
な
い
憬
例
を
例

示
す
る
。

◎
祭
剖
開
口
、

⑨
甲
類
、
裔
エ
ィ
。

◎
甲
類
、
鋭
セ
ィ
。

乙
顆
、
悪
ケ
ィ
、
偶
ケ
ィ
。

④
甲
類
、
制
セ
ィ
。

⑤
㈲
甲
類
、
塾
ゲ
イ
佃
。

⑥
甲
類
、
塾
ケ
ィ
、
笠
セ
イ
滞
テ
ィ
出
、
（
滞
タ
イ
）
、
例
レ
イ
、
腐
レ

イ
0⑳
甲
類
、
逝
セ
イ
滞
テ
ィ
佃
。

⑧
甲
類
、
塾
ケ
ィ
、
（
墾
キ
）
。

⑥
甲
類
、
世
セ
イ
囲
。

⑦
甲
類
、
蔽
へ
ィ
、
殊
へ
ィ
、
準
テ
ィ
、
滞
テ
ィ
、
際
セ
イ
呵
制
セ
ィ
。

◎
甲
類
、
制
セ
イ
囲
、
祭
セ
イ
（
祭
サ
イ
）
購
レ
イ
佃
。

⑨
甲
類
、
制
セ
ィ
。

上
に
祭
親
の
場
合
の
例
を
取
上
げ
た
が
実
例
で
見
る
通
り
甲
類
乙
矧
共
に
原
音

の
拗
介
音
が
表
記
上
に
現
わ
れ
て
来
な
い
。
こ
れ
と
全
く
同
一
事
情
の
甑
は
次

の
諸
嶺
で
あ
る
。
仙
・
詳
報
、
啓
缶
、
活
・
昔
鶴
、
培
・
莞
斑
。

こ
れ
等
謡
孤
は
日
本
漢
音
で
は
重
紐
甲
乙
の
相
違
に
関
し
て
は
全
く
無
関
係

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

ヽ

　

ヽ

以
上
α
弘
に
つ
い
て
考
え
て
来
た
が
今
一
つ
保
留
し
て
来
た
も
の
に
虞
也
が

あ
る
。
虞
嶺
の
日
本
漢
音
で
の
表
記
が
非
常
に
複
雑
で
あ
る
事
は
既
に
指
摘
さ

（
琵
6
）

れ
て
来
た
。
し
か
し
そ
の
原
因
に
関
し
て
は
詳
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
今
こ

の
虞
細
の
日
本
漢
音
で
の
表
記
を
重
粗
甲
類
乙
類
と
い
う
槻
点
か
ら
整
理
し
て

み
る
と
次
の
如
く
に
極
め
て
明
際
な
対
応
を
示
す
。

①
甲
類
、
厨
ツ
ウ
陥
ユ

乙
類
、
妊
ク
駈
ク
虞
ク
紆
ウ
（
先
フ
）

⑧
甲
類
、
乳
ロ
ウ

乙
顆
、
詔
ク
干
ウ
（
先
フ
扶
フ
膵
フ
敷
フ
霧
フ
）

③
甲
類
、
住
チ
ウ
趣
ス
峡
ユ

乙
類
、
句
ク
的
ク
数
ス
　
（
甫
フ
）

①
甲
類
、
注
シ
ユ
命
ユ
命
ユ
ウ

乙
類
、
勾
ク
ウ

◎
④
乙
類
、
衝
ク

⑥
甲
輿
怒
イ
ウ
乳
シ
ウ
脚
姓
シ
ユ
柱
チ
ウ
出
蛛
チ
ウ
訣
チ
ウ
編
チ
ウ
迄

（
江
7
）

テ
ウ
掩
ユ
㈲
按
リ
ウ

乙
輿
干
ウ
宇
ウ
羽
ウ
短
ク
匿
ク
は
謳
ク
川
循
ク
（
扶
晃
符
赴
相
鉄
輔

針
翫
フ
甫
鋸
ホ
霧
ム
）

◎
甲
類
、
裕
イ
ウ
鋳
シ
ウ
乳
ジ
ウ
脚
掠
ユ
輸
ユ
拉
リ
ウ

15



乙
期
、
干
ウ
字
ウ
羽
ウ
区
ク
間
駈
ク
謳
ク
憶
ク
脚
具
グ
遇
ク
虞
グ
（
扶

免
赴
傭
釜
符
鉄
捕
フ
莞
傷
ブ
務
ム
）

⑤
甲
類
、
肋
イ
ウ
駐
チ
ウ
匿
リ
ウ
履
リ
ウ

乙
湖
、
干
ウ
肝
ク
的
州
ク
暗
ク
隅
グ
庚
グ

⑤
甲
類
、
住
チ
ウ
囲

乙
類
、
只
ク
数
シ
ウ
雨
ウ
　
（
父
無
用
敷
充
用
フ
）

⑦
甲
類
、
柱
チ
ウ
厨
チ
ウ
崇
シ
ウ
枢
シ
ユ
錬
シ
ユ
堅
シ
ユ
福
シ
ユ
儒
シ
ユ
痍

イ
ウ
通
ユ
萌
ユ
（
按
ル
）

乙
類
、
矩
ク
隅
ク
昂
ク
虜
ク
娯
ク
数
ス
缶
ク
羽
ウ
構
ウ
高
ウ
干
ウ
（
鞘
甫

頼
府
斧
甫
附
帯
朕
嘔
無
フ
浦
届
ホ
）

㊥
甲
類
、
誅
チ
ウ
駅
シ
ウ
取
シ
ユ
珠
シ
ユ
儒
シ
ユ

乙
類
、
虞
グ
佃
痘
ク
雨
ウ
　
（
附
膚
鉄
舐
捕
フ
甫
ホ
）

⑨
甲
類
、
柱
チ
ウ
趣
シ
ウ
攫
シ
ユ
儒
シ
ユ
珠
シ
ユ
殊
シ
ユ

乙
類
、
干
ウ
璃
ク
謂
ク
（
符
負
扶
敷
相
見
巫
誕
撫
霧
フ
）

こ
れ
を
整
理
す
る
と
次
の
様
に
な
る
。

甲
類
－

乙
類
－

ー
舌
音
字
－
チ
ウ
、
（
ツ
ウ
）

－
歯
音
字
－
シ
ウ
、
シ
．
ユ
、
（
ス
）

－
喉
音
字
－
イ
ウ
、
ユ
、

－
半
舌
字
－
リ
ウ
、
（
ル
）

－
半
歯
字
－
シ
ウ
、
シ
ュ

ー
（
唇
音
字
－
7
、
ム
）

－
牙
音
字
－
ク

ー
喉
音
字
－
ク
、
ウ

ー
歯
音
字
－
ス
　
（
シ
ウ
）
　
　
〓
　
）
内
は
例
外
。
｝

即
ち
蘭
め
て
僅
少
の
例
外
を
除
い
て
、

甲
類
－
⑦
ウ
、
⑦
ユ
、
ユ

乙
類
－
⑳
、

と
い
う
明
瞭
な
表
記
の
区
別
が
あ
る
。
参
考
と
し
て
こ
こ
に
も
朝
鮮
漢
字
音
の

表
記
を
取
出
せ
ば
、
虞
顔
表
記
は
甲
類
は
A
H
 
T
y
u
）
乙
類
は
ヰ
（
－
u
）
と
明

（
琵
8
）

瞭
に
拗
直
の
差
と
し
て
現
わ
れ
て
来
る
。
日
本
漢
音
に
於
け
る
右
の
虞
斑
の
表

記
は
こ
の
朝
鮮
字
音
の
状
況
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
我
が
日
本
漢

音
の
基
盤
と
な
っ
た
唐
代
長
安
方
言
に
於
い
て
拗
介
音
－
が
消
失
し
て
い
た
か

又
は
音
声
的
に
弱
化
傾
向
を
示
し
て
い
た
事
を
反
映
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

（
琵
9
）

即
ち
虞
朝
に
は
甲
茄
乙
類
の
拗
介
音
の
相
違
が
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。2

、

β

瑠

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

β
韻
の
諸
韻
は
原
刊
と
し
て
唇
・
牙
・
畷
音
字
し
か
無
い
。
歯
音
字
が
あ
る
　
1
6

場
合
は
必
ず
正
嬰
一
等
字
で
あ
る
。
従
っ
て
重
紐
甲
類
乙
類
と
い
う
点
か
ら
言
一

う
と
β
誼
の
拗
介
音
は
全
て
乙
類
で
あ
る
。

さ
て
β
故
の
漢
音
表
記
を
九
資
料
に
よ
っ
て
調
査
し
て
み
る
と
α
朝
の
場
合

と
同
様
に
原
音
の
拗
介
音
i
へ
が
表
記
に
現
わ
れ
て
い
る
場
合
と
全
く
現
わ
れ
て

い
な
い
場
合
と
が
あ
る
。

ま
ず
拗
介
音
が
表
記
に
現
わ
れ
て
い
る
場
合
に
つ
い
て
み
る
。

◎
欣
轟
。

⑤
乙
類
、
⑥
乱
シ
ン
股
イ
ン
は
怒
イ
ン
用
⑳
乱
シ
ン
近
キ
ン
勤
キ
ン

⑤
乙
類
、
惣
キ
ン
ぽ
イ
ン

⑦
乙
類
、
庁
ヰ
ン
筋
キ
ン
屡
イ
ン

⑨
乙
類
、
設
イ
ン
穏
イ
ン

仝
て
「
①
ン
」
と
い
う
形
で
豪
記
さ
れ
て
い
て
一
輝
音
の
乙
類
働
介
音
は
消
失



（
注
1
0
）

し
て
い
な
い
。
具
昔
の
場
合
本
斑
の
表
記
が
「
⑳
ン
」
と
拗
介
音
を
消
失
す
る

の
と
相
違
し
て
、
重
紐
甲
類
乙
類
の
相
違
に
は
無
関
係
と
考
え
ら
れ
る
。
佗
電

（
任
1
1
）

微
誼
の
場
合
も
同
様
に
考
え
ら
れ
る
。

次
に
拗
介
音
が
表
記
に
現
わ
れ
て
い
な
い
場
合
。

◎
元
霞
（
閉
口
）

①
乙
親
、
軒
ゲ
ン

⑨
乙
舶
聖
⑥
仮
エ
ン
佃
軒
ケ
ン
開
建
ケ
ン
窪
ケ
ン
錠
ケ
ン
用
（
軒
カ
ン
）

⑳
獄
ケ
健
ケ
ン
紐
ケ
ン
⑤
軒
ケ
ン
は
粟
ケ
ン
瞭
ケ
ン

⑥
乙
類
、
戯
ケ
ン
言
ケ
ロ

⑦
乙
期
、
建
ケ
ン
㈲
健
ケ
ン
瞭
ケ
ン
言
ケ
ン
軒
ケ
ン
聞
侶
エ
ン

⑧
乙
類
、
言
ゲ
ン
用

⑨
乙
類
、
建
ケ
ン
言
ケ
ム

右
に
見
る
様
に
原
音
の
拗
介
音
は
表
記
上
現
わ
れ
ず
全
て
「
㊤
ン
」
の
形
で
表

記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
と
全
く
同
一
の
傾
向
を
示
す
斑
は
月
嶺
、
廃
寵
、
文
・

物
寓
、
庚
・
附
加
聖
厳
（
凡
）
・
某
（
乏
）
輿
の
諸
斑
で
あ
る
。
但
問
題
は
．

こ
れ
等
諸
規
の
場
合
そ
の
拗
介
音
の
無
表
記
が
乙
類
拗
介
音
の
弱
化
を
反
映
し

た
も
の
か
ど
う
か
に
は
検
討
が
加
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
甘
い
。
何
故
な
ら
ば

こ
れ
等
諸
韻
は
乙
類
拗
介
音
し
か
持
た
な
い
か
ら
で
あ
る
。

一
般
的
に
言
っ
て
音
斑
数
の
多
い
言
語
を
音
斑
数
の
少
な
い
言
語
で
転
写
す

る
場
合
く
O
C
a
－
i
s
m
の
点
に
於
い
て
原
音
の
歪
曲
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
支

那
語
を
日
本
の
仮
名
で
屯
写
す
る
場
合
に
も
こ
の
事
は
言
い
得
る
。
特
に
支
邦

語
の
様
に
二
重
母
型
二
重
母
斑
の
多
い
言
語
を
日
本
語
の
如
き
単
純
音
節
〔
S

ヽ

　

ヽ

＋
Ⅴ
〕
言
語
を
表
記
す
る
為
の
仮
名
で
転
写
す
る
場
合
こ
の
傾
向
は
著
し
い
。

今
α
斑
の
中
で
甲
類
乙
現
拗
介
音
共
に
日
本
漢
音
で
哀
記
さ
れ
て
い
な
い
場
合

に
つ
い
て
み
れ
ば
次
の
様
な
原
音
の
音
節
構
造
を
持
っ
て
い
る
。
（
合
口
及
び

入
声
は
省
略
、
音
価
は
カ
ー
ル
グ
レ
ン
氏
に
よ
り
補
訂
を
加
え
た
。
）

（
訪
日
）
　
（
甲
類
）
　
（
乙
類
）

祭
餌
　
　
完
i
　
　
　
昔
山

仙
斑
　
　
岩
〇
　
　
叫
昌

窄

斑

　

　

岩

u

 

T

u

清
斑
　
　
岩
日
　
　
豊
口

塩
斑
　
　
岩
m
　
　
岩
m

（
日
本
漢
音
の
表
記
）

甲
覇
乙
類
共
に
㊤
イ

〃
　
　
　
＠
ン

〃
　
　
　
㊤
ウ

〃
　
　
　
㊤
イ

〃
　
　
　
㊤
ン

即
ち
原
音
は
拗
介
音
の
次
に
前
舌
の
中
心
母
斑
e
を
持
ち
日
本
法
音
で
は
そ
の

中
心
母
斑
だ
け
が
転
写
さ
れ
拗
介
音
が
無
視
さ
れ
た
事
が
分
か
る
。

さ
て
β
斑
の
乙
類
拗
介
音
が
表
記
に
現
わ
れ
て
い
な
い
場
合
の
原
音
と
漢
音

表
記
の
関
係
を
先
と
同
じ
様
に
表
示
す
る
と
次
の
如
く
に
な
っ
て
い
る
。

元
斑
　
叫
d
n
　
㊤
ン

廃
斑
　
i
w
d
 
i
㊤
イ

文
電
　
州
u
B
　
⑳
ン

庚
韻
　
㌻
昌
一
の
イ

放
電
　
刷
空
ヨ
　
l
㊤
ム

即
ち
α
嶺
の
場
合
と
同
様
、
原
晋
の
二
重
母
斑
（
又
は
三
重
母
劫
）
の
う
ち
前

舌
の
中
心
母
斑
だ
け
が
転
写
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
れ
等
諸
親
の

場
合
は
日
本
漢
音
で
拗
介
音
が
表
記
さ
れ
て
い
な
い
の
は
そ
れ
が
乙
類
拗
介
音

（
注
1
2
）

で
あ
る
為
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

但
し
日
本
漢
音
で
右
の
中
但
一
つ
「
⑳
ン
」
と
い
う
表
記
を
取
る
文
（
物
）
寓

の
場
合
に
は
事
情
が
異
な
る
。
文
報
の
表
記
例
を
見
る
と
次
の
様
に
な
っ
て
い

る
　
（
窮
音
は
軽
膚
音
化
す
る
の
で
不
問
と
す
る
）
。

⑤
④
訓
ク
ヰ
ン
郡
ク
ヰ
ン
、
⑥
鼠
ウ
ン
賃
ウ
ン
斑
ヰ
ン
無
ク
ン
、

⑤
雲
ヰ
ン
付
群
ク
ヰ
ン
群
ク
一
＝
　
て

17



⑦
貰
ウ
ン
醍
ウ
ン
醇
ウ
ン
荘
ウ
ン
群
ク
ン
柑
ク
ン
肋
ク
ン
郡
ク
ヰ
ン
の

⑧
訓
キ
ン
同
群
ク
ン
詔
ク
ン

⑨
雲
ウ
ン
群
ク
ン
群
ク
ヰ
ン

右
に
見
る
様
に
牙
・
喉
音
字
の
場
合
「
ク
ン
」
　
「
ウ
ン
」
と
い
う
拗
介
音
の
表

記
さ
れ
て
い
な
い
形
と
共
に
一
方
「
ク
ヰ
ン
」
　
「
ヰ
ン
」
と
い
う
形
も
見
出
さ

れ
る
。
こ
れ
は
恐
ら
く
「
ク
ヰ
ン
」
　
「
ヰ
ン
」
が
中
古
原
音
に
近
い
表
記
で
あ

っ
て
「
ク
ン
」
　
「
ウ
ン
」
は
拗
介
音
が
乙
期
で
あ
る
為
そ
の
弱
化
を
反
映
し
て

い
る
表
記
と
考
え
る
。
従
っ
て
文
斑
の
場
合
に
は
重
紐
乙
類
の
反
映
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
尚
⑧
訓
キ
ン
は
日
本
語
に
入
っ
て
か
ら
後
の
所
謂
直
音
化
で
あ

ろ
う
。

注
1
、
こ
れ
等
諸
資
料
は
現
時
点
に
於
い
て
筆
者
の
見
得
る
快
音
資
料
の
中
時

代
的
に
も
早
く
純
粋
さ
に
於
い
て
も
秀
れ
た
打
の
で
あ
る
。
尚
、
⑤
は
築

島
裕
博
士
「
芸
大
苦
寺
三
蔵
語
伝
古
鮎
の
国
語
学
的
研
究
・
研
究

篇
」
、
⑦
は
粕
谷
富
民
「
票
文
鏡
租
府
論
字
音
点
」
－
⑨
は
有
坂
秀
世

博
士
「
正
倉
院
御
蔵
旧
抄
本
芸
求
の
漢
音
」
の
分
翫
表
を
参
照
し
多
少
の

補
訂
を
加
え
た
。
又
①
◎
㊥
④
◎
⑧
は
私
に
作
製
し
た
分
部
表
に
よ
る
。

2
、
「
中
国
昔
舘
学
研
究
」
（
祖
元
任
・
李
方
柱
華
訳
本
）
四
七
一
日
以
下
。

ち
な
み
に
各
部
の
定
義
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
α
斑
－
有
些
約
在
j
化
声

母
後
頭
（
三
等
）
班
在
純
声
母
（
四
等
）
的
後
頭
一
様
的
可
以
出
現
。
β
叡
－

別
外
有
些
前
只
有
j
化
的
声
母
（
三
等
）
。
這
些
泊
字
仝
在
的
表
的
三

等
）
。
γ
朗
1
第
三
期
的
的
只
有
純
声
母
（
四
等
）
。
這
些
泊
夷
的
字
仝
在

的
表
的
四
等
｝
。
尚
東
電
等
は
．
一
等
字
も
含
む
が
言
う
ま
で
も
な
く
こ
こ

ヽ

　

ヽ

で
用
い
た
東
出
は
三
四
等
に
関
し
て
の
み
で
あ
る
。
他
の
場
合
も
同
じ
。

3
、
唇
音
字
（
日
本
漢
音
で
は
ハ
・
バ
　
（
マ
）
行
表
記
）
に
限
っ
て
拗
介
音

が
表
記
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
中
古
摸
語
に
於
い
て
の
軽
厨
音
化
の
過

程
に
於
け
る
勘
介
音
の
消
失
を
反
映
し
て
い
る
為
と
考
え
ら
れ
る
e
　
こ

の
点
に
関
し
て
は
別
に
論
じ
る
つ
も
り
で
あ
る
が
以
下
一
応
唇
音
字
は

（
　
）
　
で
包
ん
で
別
扱
い
と
し
て
お
く
。

4
、
河
野
六
郎
博
士
「
朝
鮮
摸
字
音
の
研
究
Ⅲ
・
Ⅳ
」
。
尚
藤
堂
博
士
は
正

歯
二
等
の
市
音
表
記
を
拒
チ
㌣
化
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
て
い
る
　
（
「
呉
音

と
浜
音
」
日
本
中
国
学
会
報
第
十
一
兵
・
「
中
国
語
音
朝
論
」
）
。
又
注

1
引
用
築
島
博
士
著
書
一
七
八
頁
に
も
論
が
あ
る
。

5
、
正
安
本
文
選
墨
点
に
も
「
中
チ
ウ
ー
央
ヤ
ウ
」
が
見
ら
れ
る
。

6
、
注
1
引
用
築
島
博
士
著
書
一
七
九
百
。

7
、
築
島
博
士
は
「
按
ロ
ウ
・
債
ロ
ウ
」
を
本
朝
字
と
さ
れ
て
い
る
が
、
集

部
で
は
「
郎
侠
切
」
の
音
が
あ
り
「
ロ
ウ
」
は
侠
斑
字
の
表
記
と
考
え
表

か
ら
省
く
。
又
「
拘
コ
ウ
」
も
侯
斑
字
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
一

8
、
「
朝
鮮
漢
字
音
の
研
究
Ⅳ
」
　
（
「
朝
鮮
学
報
」
三
十
五
担
一
八
七
貢
以
　
1
8

下

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

ヽ

　

ヽ

9
、
藤
堂
博
士
は
「
異
音
と
漢
音
」
の
中
で
虞
轟
の
舌
上
音
字
の
柱
住
が

「
チ
ウ
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
点
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

1
0
、
ち
な
み
に
呉
昔
資
料
の
欣
斑
表
記
は
次
の
様
に
な
っ
て
い
る
。

◎
聖
衆
来
迎
寺
蔵
妙
法
蓮
華
繹
、

欣
ゴ
ン
慣
コ
ン
惣
ゴ
ン
筋
コ
ン
覿
ゴ
ン

◎
高
山
寺
本
貞
元
華
厳
経
音
義
、

勤
コ
ン
堅
コ
ン
筋
コ
ン
所
コ
ン

1
1
、
微
朗
の
場
合
の
漢
音
表
記
に
於
い
て
イ
列
音
が
現
わ
れ
る
の
は
原
音
の

顔
尾
を
表
記
し
た
可
能
性
も
あ
る
。

1
2
、
日
本
漢
音
の
基
盤
と
な
っ
た
唐
末
長
安
方
言
を
反
映
し
て
い
る
憲
琳
一

切
経
音
義
で
は
元
∨
仙
乙
、
腰
＞
祭
乙
、
厳
∨
塩
乙
、
の
紹
合
流
を
完
了



し
て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
も
元
廃
厳
細
等
の
拗
介
音
の
無
表
記
が
祭
仙
塩

親
等
と
同
一
原
因
に
依
っ
て
い
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
。

四
、
ま
と
め

以
上
日
本
漢
音
と
重
紐
甲
類
乙
類
拗
介
音
と
の
関
係
に
つ
い
て
論
じ
て
来

た
。
結
局
従
来
日
本
漢
音
に
は
重
紐
甲
癖
乙
類
の
相
違
は
反
映
し
て
い
な
い
と

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

説
か
れ
て
来
た
の
で
あ
る
が
、
部
分
的
に
、
虞
朗
、
菓
・
魚
・
陽
・
尤
劫
の
歯

上
音
、
陽
報
開
口
影
母
三
等
、
同
合
口
干
母
、
文
瑞
牙
喉
昔
、
等
に
乙
類
拗
介

音
の
弱
化
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
次
に
当
然
問
題
と
な
る
の
は
何
故
漠
音
に
は
重
紐
に
よ
る
相
違
が
部
分

的
に
憧
か
し
か
反
映
し
て
い
な
い
か
と
い
う
事
で
あ
る
。
既
に
引
用
し
た
様
に

河
野
博
士
は
漢
音
の
母
胎
に
於
い
て
は
中
吉
音
化
が
顕
著
で
な
か
っ
た
為
で
あ

ろ
う
と
さ
れ
た
。
、
河
野
博
士
は
こ
れ
に
続
け
て
次
の
様
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

『
や
が
て
唐
よ
り
宋
を
経
て
此
の
区
別
は
北
方
に
於
い
て
も
、
南
方
に
於
い
て

も
兢
壊
し
、
元
代
に
は
既
に
乙
類
は
甲
類
に
包
摂
さ
れ
、
…
中
略
…
。
北
方
に

於
け
る
両
者
の
混
乱
は
種
々
の
例
外
を
生
ん
で
ゐ
る
が
、
そ
の
最
も
好
個
の
例

は
弓
宮
恭
共
等
で
あ
る
。
此
等
は
現
代
官
話
音
で
は
概
ね
k
u
①
と
な
っ
て
主

の
介
音
を
脱
し
て
い
る
が
、
比
は
正
則
の
発
達
で
は
な
い
。
何
と
な
れ
ば
同
視

の
雪
は
t
㌫
u
笠
　
的
熊
は
一
等
．
1
日
と
正
H
I
J
の
発
達
を
し
て
ゐ
る
か
ら
で
あ

る
。
…
即
ち
北
方
で
唐
宋
の
問
に
k
 
T
O
　
（
甲
）
と
・
k
画
u
d
　
（
乙
）
と
の

相
剋
が
起
り
、
其
の
結
果
弓
宮
等
は
古
形
（
K
叫
u
O
 
V
 
k
u
d
）
　
が
採
用
さ

れ
、
哲
的
熊
等
は
新
形
（
k
佃
u
d
 
V
 
t
芸
u
P
 
h
T
O
V
 
S
ぎ
d
）
　
が
採
用

（
注
－
）

さ
れ
た
の
で
あ
ら
う
。
』
。
日
本
撲
音
の
母
胎
が
北
方
長
安
方
言
で
あ
り
か
つ

（
注
〇
一
）

時
代
的
に
も
朝
潮
系
斑
霞
よ
り
秦
音
系
斑
詔
に
合
致
す
る
事
を
考
慮
す
る
な
ら

ヽ

　

ヽ

　

　

　

　

　

ヽ

ヽ

ば
正
に
河
野
博
士
の
説
か
れ
る
、
乙
類
の
甲
類
へ
の
包
摂
過
渡
も
し
く
は
完
了

の
状
態
を
日
本
漢
音
は
反
映
し
て
い
る
為
に
重
紐
の
相
違
が
部
分
的
に
し
か
反

映
し
て
い
な
い
と
考
え
る
。
こ
の
事
は
河
野
博
士
が
取
上
げ
ら
れ
た
宮
恭
等
の

字
音
に
於
い
て
も
襲
づ
け
出
来
る
。
本
論
の
主
資
料
の
一
つ
と
し
て
引
用
し
た

高
山
寺
蔵
胎
磁
界
自
行
次
第
は
天
永
元
年
に
加
点
さ
れ
た
字
音
点
で
あ
る
が
分

斑
表
で
整
理
し
て
み
る
と
純
粋
な
漢
音
資
料
で
あ
る
。
そ
の
鍾
斑
字
の
表
記
は

次
の
様
に
な
っ
て
い
る
。
奉
母
－
奉
ポ
ロ
、
招
母
－
重
チ
ョ
ウ
、
見
母
－
恭
ク

ウ
川
供
ク
ウ
脚
。
日
本
漢
音
の
銑
親
表
記
は
窮
音
字
を
の
ぞ
き
原
則
と
し
て

「
①
ヨ
ウ
」
　
「
ク
ヰ
ヨ
ウ
」
　
「
ヨ
ウ
」
の
様
に
拗
音
音
素
も
表
記
さ
れ
る
。
と

ヽ

　

ヽ

こ
ろ
が
本
自
行
次
第
で
は
力
行
表
記
に
限
り
全
て
「
ク
ウ
」
と
麦
記
さ
れ
て
け

る
。
此
様
に
鍾
親
の
特
定
字
に
限
っ
て
直
音
表
記
が
見
ら
れ
る
現
象
は
河
野
博

士
の
指
摘
さ
れ
た
如
き
北
京
官
話
の
情
況
と
傾
向
を
同
じ
く
す
る
も
の
で
あ

り
、
本
自
行
次
第
の
快
音
の
基
盤
と
な
っ
た
北
方
長
安
方
言
で
は
拗
介
音
i
は

一
方
で
は
主
に
併
合
さ
れ
一
方
で
は
消
失
へ
と
別
の
経
過
を
取
っ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。
但
こ
こ
で
注
意
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
他
の
漢
音
資
料
で

鍾
誼
力
行
表
記
に
「
ク
ウ
」
と
い
う
表
記
を
全
く
取
ら
な
い
も
の
も
あ
る
事
に

ヽ

　

ヽ

よ
っ
て
日
本
漢
音
が
漢
音
と
い
う
名
目
で
全
て
を
包
括
し
得
な
い
で
あ
ろ
う
と

（
注
3
）

い
う
点
で
あ
っ
て
こ
の
点
は
尚
追
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

本
稿
で
論
じ
た
重
紐
乙
類
拗
介
音
の
弱
化
現
象
な
ど
は
支
那
原
班
の
電
池
臼
や

電
図
に
は
全
く
反
映
し
て
い
な
い
。
従
っ
て
そ
れ
は
音
韻
上
の
現
象
で
は
な
く

（
汀
・
，
）

音
声
上
の
一
つ
の
傾
向
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
日
本
漠
字
音
の
追
究
に
於

い
て
も
斑
図
や
親
書
の
み
に
た
よ
っ
て
い
た
の
で
は
、
支
那
本
土
に
根
強
く
存

在
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
音
声
的
な
傾
向
を
反
映
し
た
点
を
全
く
無
視
す
る
危

険
性
が
存
す
る
。
本
稿
は
か
よ
う
な
点
に
周
し
て
の
一
つ
の
解
釈
の
試
み
で
あ

る
。
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尚
当
然
の
事
な
が
ら
、
呉
音
と
重
紐
と
の
関
係
、
重
紐
論
の
立
場
か
ら
の
日

本
漢
字
音
の
ア
ヤ
ワ
三
行
定
位
の
問
題
、
に
つ
い
て
も
更
に
考
え
る
必
要
を
感

ず
る
。

注
1
、
「
朝
鮮
漢
字
音
の
一
特
質
」
　
（
「
言
語
研
究
」
第
三
号
、
五
二
～
五
三

頁
。

ヽ

　

ヽ

2
、
「
国
語
学
辞
典
」
漢
音
の
項
で
は
「
挟
音
の
源
流
は
隋
唐
の
北
方
標
準

音
で
あ
る
か
ら
広
斑
な
ど
切
斑
系
の
電
智
の
音
に
一
致
す
る
」
と
説
か
れ

て
い
る
が
、
日
本
漢
音
の
表
記
を
分
恕
表
で
整
理
し
て
み
る
と
賢
琳
一
切

経
音
義
等
の
秦
音
系
叡
智
と
近
く
、
切
叡
系
封
書
と
一
致
し
な
い
点
が
か

な
り
あ
る
。

ヽ
ヽ

3
、
隋
唐
以
後
輸
入
さ
れ
た
漢
音
の
中
に
色
々
の
系
統
が
あ
っ
た
可
能
性
に

つ
い
て
は
有
坂
博
士
も
「
悉
曇
蔵
所
伝
の
四
声
に
つ
い
て
」
（
「
国
語
音
韻

史
の
研
究
」
五
九
八
貢
）
　
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
尚
、
こ
の
資
料
の
「
ク

ウ
」
は
呉
音
の
混
入
し
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
五
例
全
て

「
ク
ウ
」
　
と
な
っ
て
い
る
事
、
及
び
、
本
自
行
次
第
の
性
格
か
ら
考
え

て
、
以
上
の
如
く
解
釈
す
る
。

4
、
音
声
上
の
傾
向
で
あ
る
為
に
正
式
な
詔
書
や
缶
図
に
表
面
化
し
な
い
点

に
つ
い
て
は
有
坂
博
士
『
「
相
子
」
等
の
仮
名
通
に
つ
い
て
』
　
（
「
国
語
音

斑
史
の
研
究
」
二
七
七
貢
）
、
岡
本
勲
氏
『
日
本
漠
字
音
に
於
け
る
頭
子

音
の
清
拭
－
頸
鏡
清
の
字
に
し
て
日
本
字
昔
流
と
な
る
も
の
に
就
て
－
』

（
「
国
語
国
文
」
第
三
八
巻
第
一
号
）
等
に
論
が
あ
る
。

〔
後
記
〕
本
稿
は
第
三
回
広
島
大
学
国
語
談
話
会
に
於
い
て
発
表
し
た
も
の
に

手
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
際
諸
氏
に
色
々
細
教
示
を
得
た
。
又
佐
々
木

陵
氏
に
は
成
稿
後
御
〓
抗
細
い
種
々
有
益
な
御
助
言
を
い
た
だ
い
た
。
合
わ
せ

て
感
謝
申
し
上
げ
る
。
但
頂
戴
し
た
御
教
示
が
十
分
生
か
さ
れ
て
い
な
い
の
は

全
て
私
の
不
勉
強
の
責
任
で
あ
る
。
　
－
　
広
島
大
学
大
学
院
学
生
　
－

〔
補
〕
一
八
頁
注
5
に
次
の
例
を
相
加
す
る
。

○
　
長
承
本
義
求

敬
ヤ
ウ

○
　
世
尊
寺
本
字
鏡

孜
ヤ
ウ

○
　
史
記
高
祖
本
紀
鎌
倉
期
点

棟
ヤ
ウ

尚
、
「
央
ア
ウ
」
の
如
く
ア
ウ
表
記
の
例
は
多
出
す
る
の
で
特
に
例
示
す
る

こ
と
は
し
な
い
。
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